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＜連絡事項＞
・診察で転出許可が出た際は、転出先の管理者へも記事をとばしてください。

[bookmark: _GoBack]・隔離診察記録、指示依頼メモに記載するようにお願いします。

＜入室状況＞
【転出】
・山田　エイ子様～東Cユニット5号室→南Dユニット203号室

＜患者様連絡情報＞
・小田　沙也加様～精神運動興奮軽減されたため、終日隔離解除となる。

・三浦　誠治様～食事はある程度摂取できている為、点滴は一旦中止の指示。

・坂田　輝様～肝膿瘍、胆管炎の疑いあり、血液培養実施あと抗生剤投与指示あり実施。


＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察の指示あり。落ち着きのなさあり早めに自室に戻りたい様子あり早めに解放観察終了。自室では脱衣あり。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時礼節保たれており、粗暴性、不穏、興奮なく経過。症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～身体拘束中。ベッド上体動活発であるが危険行動なし。各食介助で全量摂取している。バイタルサイン異常無し。引き続き、症状観察と早期に拘束解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。拘束トラブルなし。11：30分本人希望にてリスパダール内用液2ml1P与薬。その後は放歌見られるも、易怒性や不穏、興奮なく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜柞木田Dr診察情報＞
・磯嶋　茜様～左目の充血変わらず、処置継続。施設入所進めるよう指示あり。

・柳町　明美様～本日昼よりレボフロキサシン7日分処方となる。錠剤で服用できない場合は簡易懸濁して服用させるよう指示あり。

・滝田　英人様～状態変化ないため、薬剤変更なし。

・澤口　薫様～抜糸は御家族の希望あり、室岡整形外科受診で調整。ロフラぜプ2㎎→1.5㎎で減量していく。西病棟転出許可あり。

・佐々木　公恵様～腹部症状はなく経過。活動量増加のため、西病棟転出許可あり。エチゾラム、プレガバリン、アセトアミノフェン減量となる。

・井畑　敬子様～両下肢の浮腫持続している為、明日採血の指示あり。南転出可の指示あり、介護保険の申請や施設申し込み進めるよう指示あり。

